
 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  
人間性豊かな実践力のある子どもの育成 

～心豊かな子ども 進んで学ぶ子ども たくましい子ども～ 

 令和５年１２月１日発行 

           北九州市立青葉小学校 

            校長 西村 直美 
令和５年度    ９号 

青葉小学校だより 

１２月行事予定  
４日（月）～８日（金）人権週間 

７日（木）クラブ活動・委員会（反省） 

     読み聞かせ（１・６年生） 

８日（金）～１２日（火） 

     家庭学習推進日（全学年５校時下校） 

１１日（月）日産オンライン見学（５年生） 

１８日（月）～２０日（水） 

    ２学期末個人懇談会 

１９日（火）北九州市学力・学習状況調査（４・５年生） 

標準学力検査CRT（１・２・３年生） 

２１日（木）給食終了・大掃除 

２２日（金）終業式 ※１１：００下校 

★ ２７日～１月４日（木）学校閉庁日 

★ １２月校納金引き落とし日  １２月５日（火） 

 ＜１月行事予定＞ 

  １月 ９日（火）始業式 ※１１：４０下校 

  １月１０日（水）給食開始 

 

 

 
 

  

【１２月のひまわり学習塾】 （5年生希望児童） 

 ４日（月）７日（木）１１日（月）１４日（木） 

 

 

 

 

思い出に残る最高の修学旅行  

１１月２１・２２日に６年生が修学旅行に行ってきました。 

当日は、天候にも恵まれ気持ちの良い秋晴れの中、１泊２日の日

程で大分方面へ出かけました。１日目の午前中は、マリンワールドで

海の生き物に親しみ、午後は大刀洗記念館で平和集会を行い、全

校児童で平和を願い折った折り鶴を納めてきました。宿泊は、大分の

城島高原ホテルに泊まり美味しい食事と温泉、友達との語らいを楽し

みました。２日目の午前中は、城島高原パークで班の友達と仲良く

乗り物で盛り上がり、午後はアフリカンサファリのジャングルバスに乗り、

餌をやりながら動物に触れあいました。２日間、笑顔が絶えない最高

の修学旅行となりました。 

当日までしっかりと健康管理等をしてくださった６年生の保護者の

皆様に感謝いたします。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

誰もが安心し、健やかに成長できる学級・学校を目指して 
～今後も人権教育の推進を行っていきます。～ 

１１月７日（火）～１０日（金）の学校開放週間に「人権の学習参観」を実施しました。当日は、たくさんの保護者の皆様

にご来校いただき、ありがとうございました。人権教育は、日頃の学習の中、道徳、学級活動など様々な場面で日々行っています。参

観の当日は、この日頃の人権教育の様子を見てもらえるよう学年の発達段階に応じた教材を用いて人権学習が行われました。 

今後も、全ての子どもたち一人一人が安心し、健やかに成長できる学級・学校を目指して人権教育をしっかりと推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

３年「あったか言葉とちくちく言葉」          ４年「あっていい違いとあってはいけない違い」        ５年 「本当の友達とは」 

健やかな成長を目指すために 

＜学校では＞                                 

◎子どもが成長していく中で、トラブルや衝突は必ずあります。それらが絶対にいじめにつながらないように教師がアンテナを高くし、子どもの話に傾
聴し、問題解決に向けて粘り強く取り組みます。 

◎子どものわずかなサインもキャッチできるよう、定期的なアンケートや面談を行い、家庭と連携を図りながら健やかな成長を目指します。 
◎いじめはどの子にも起こりうる、どの子も被害者にも加害者にもなりうるという危機意識をもち、互いを認め尊重し合える仲間づくりに努め、いじめ
が起きない温かな学級を目指します。 

◎人権教育や道徳教育、学級活動などでいじめや差別が許されないことや自他の命の大切さ、互いに助け合い尊重し合うことなど日頃から人
権感覚を育み、いじめを許さない学級をつくります。   ※ 学校のいじめ防止基本方針については、HPにも詳しく掲載しています。 

＜家庭では＞ 
◎日頃から、お子さんの話をよく聞き、頑張った時や友達に優しくできた時などしっかりと褒めてください。 

◎一人一人がかけがえのない存在であること、自分自身を大切にし、命を大切にすることを常に伝えてください。 

◎いじめはどの子にも起こりうる、どの子も被害者にも加害者にもなりうるものです。「家の子に限って・・」と思わず、「家の子は大丈夫かな。」 

という気持ちで日頃からお子さんの様子をよく見て、話を聞いてあげてください。 

◎困ったときや悩んだときにお子さんに寄り添い、思いを受け止め、話をじっくりと聞いてあげてください。（いつでも学校にご相談ください） 

◎子どもは、未熟です。携帯電話・SNSのモラルを守れているか、定期的に確認をしてください。 

 

 



 

 

 

   


